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当初予算総額 比　　　較

令和３年度 令和２年度 増 減 額 増 減 率

新型コロナウイルス感染症対策に加え、「新本庁舎建設事業」、「道

の駅いかりがせき大規模改修事業」、「碇ヶ関小学校改築事業」など

の大型建設事業費を計上したことにより、当初予算の規模としては、

過去最大となりました。

　第２次平川市長期総合プランの将来像「あふれる笑顔　くらし輝く

平川市」の実現のため、３つの基本目標を重点事項の基本とし、加え

て第２期平川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の目的である人口減

少対策に力点を置き、予算を重点配分しました。

千円 千円 千円 ％

20,840,000

令和３年度予算編成にあたっては、新型コロナウイルス感染症の拡
大を踏まえ、引き続き感染防止と経済活動回復を最優先に実施する
こととしました。

このことから、令和２年度の国の補正予算を最大限活用し、令和３
年度予算と切れ間なく事業効果が発揮できるよう一体的に取り組ん
でまいります。

一般会計当初予算（案）の概要

予算編成の考え方

一般会計の予算規模
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（１）歳入 (単位:千円、％)

4,875,954 23.4 4,201,249 23.9 674,705 16.1

市 税 2,249,664 10.8 2,397,635 13.6 △ 147,971 △ 6.2

分 担 金 及 び 負 担 金 16,631 0.1 14,115 0.1 2,516 17.8

使 用 料 及 び 手 数 料 107,004 0.5 105,627 0.6 1,377 1.3

財 産 収 入 72,112 0.3 28,915 0.2 43,197 149.4

寄 附 金 200,001 1.0 200,001 1.1 0 0.0

繰 入 金 1,231,796 5.9 873,378 5.0 358,418 41.0

繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

諸 収 入 998,745 4.8 581,577 3.3 417,168 71.7

15,964,046 76.6 13,328,751 76.1 2,635,295 19.8

地 方 譲 与 税 219,462 1.1 219,351 1.3 111 0.1

利 子 割 交 付 金 2,000 0.0 2,000 0.0 0 0.0

配 当 割 交 付 金 2,000 0.0 2,000 0.0 0 0.0

株式等譲渡所得割交付金 1,000 0.0 1,000 0.0 0 0.0

法 人 事 業 税 交 付 金 7,000 0.0 10,149 0.1 △ 3,149 △ 31.0

地 方 消 費 税 交 付 金 550,000 2.7 600,000 3.4 △ 50,000 △ 8.3

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 11,000 0.1 11,000 0.1 0 0.0

環 境 性 能 割 交 付 金 15,000 0.1 22,000 0.1 △ 7,000 △ 31.8

地 方 特 例 交 付 金 31,000 0.1 10,000 0.1 21,000 210.0

地 方 交 付 税 6,550,000 31.4 6,850,000 39.1 △ 300,000 △ 4.4

交通安全対策特別交付金 4,000 0.0 4,000 0.0 0 0.0

国 庫 支 出 金 2,852,518 13.7 2,426,022 13.8 426,496 17.6

県 支 出 金 1,355,866 6.5 1,350,329 7.7 5,537 0.4

市 債 4,363,200 20.9 1,820,900 10.4 2,542,300 139.6

20,840,000 100.0 17,530,000 100.0 3,310,000 18.9
 

　　市税は、新型コロナウイルス感染症の影響による個人市民税・法人市民税の減収を見込み、前年度比
　6.2％減の22億4,966万円を計上しています。
　　地方交付税は、令和2年国勢調査人口が用いられることや合併算定替の終了による普通交付税の減少
　を見込み、前年度比4.4％減の65億5千万円を計上しています。
　　市債は、新本庁舎建設事業や碇ヶ関小学校改築事業、道の駅いかりがせき大規模改修事業などの普通
　建設事業債として38億6,320万円、臨時財政対策債は5億円とし、全体で前年度比139.6％増の43億6,320
　万円を計上しています。
　　繰入金は、公共施設の整備に要する財源に充てるための公共施設等整備基金繰入金を7億円計上した
　ほか、財源調整のための財政調整基金繰入金を5億3,100万円計上しています。

増減率

 自　主　財　源

 依　存　財　源

歳　　入　　合　　計

令和３年度当初予算の分析

区      　　分
令和３年度当初予算額 令和２年度当初予算額 比　　較

予算額（A) 構成比 予算額（B) 構成比 増減 (A)-(B) 

自主財源
23.4%

依存財源
76.6%

市税
10.8%

繰入金
5.9%

その他
6.7%

地方交付税
31.4%

国 県

支出金
20.2%

市債
20.9%

その他
4.1%

【令和３年度】
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（２）歳出　（性質別） (単位:千円、％)

 義 務 的 経 費 8,008,017 38.4 8,277,176 47.3 △ 269,159 △ 3.3

2,269,444 10.9 2,337,058 13.4 △ 67,614 △ 2.9

3,895,028 18.7 3,977,064 22.7 △ 82,036 △ 2.1

1,843,545 8.8 1,963,054 11.2 △ 119,509 △ 6.1

 投 資 的 経 費 5,887,152 28.3 2,611,158 15.0 3,275,994 125.5

5,846,264 28.1 2,569,100 14.7 3,277,164 127.6

補 助 事 業 860,760 4.1 276,629 1.6 584,131 211.2

単 独 事 業 4,737,618 22.8 2,252,866 12.9 2,484,752 110.3

県営事業 ・受託事業 247,886 1.2 39,605 0.2 208,281 525.9

40,888 0.2 42,058 0.3 △ 1,170 △ 2.8

 そ の 他 6,944,831 33.3 6,641,666 37.7 303,165 4.6

2,020,967 9.7 1,771,361 10.0 249,606 14.1

1,942,908 9.3 2,019,404 11.5 △ 76,496 △ 3.8

1,787,298 8.6 1,833,702 10.5 △ 46,404 △ 2.5

1,193,658 5.7 1,017,199 5.7 176,459 17.3

20,840,000 100.0 17,530,000 100.0 3,310,000 18.9

　

　　歳出構成比のうち、義務的経費（人件費・扶助費・公債費）が最も多い38.4％を占めています。その

　うち公債費については、平成26年度に発行した起債の償還終了により前年度比6.1％減となる18億4,355

　万円を計上しています。

　　投資的経費は28.3％を占めています。そのうち普通建設事業費については、前年度比127.6％増となる

　58億4,627万円を計上しています。主な事業として、新本庁舎建設事業28億8,401万円、碇ヶ小学校改築事

　業8億422万円、道の駅いかりがせき大規模改修事業3億9,828万円などを計上しています。

　　その他の経費は33.3％を占めています。そのうち物件費については、新型コロナウイルスワクチン接

　種委託料1億3,698万円を計上したことなどにより、前年度比14.1％増となる20億2,097万円を計上して

　います。

物 件 費

補 助 費 等

繰 出 金

そ の 他

歳　出　合　計

 災 害 復 旧 事 業

区      　　分
令和３年度当初予算額 令和２年度当初予算額 比　　較

予算額（A) 構成比 予算額（B) 構成比 増減 (A)-(B) 増減率

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

 普 通 建 設 事 業 費
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その他
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（３）歳出　（目的別） (単位:千円、％)

1款 議 会 費 163,490 0.8 162,499 0.9 991 0.6

2款 総 務 費 5,050,291 24.2 3,071,378 17.5 1,978,913 64.4

3款 民 生 費 6,022,719 28.9 5,948,495 33.9 74,224 1.2

4款 衛 生 費 1,258,995 6.0 962,407 5.5 296,588 30.8

5款 労 働 費 8,507 0.0 38 0.0 8,469 22,286.8

6款 農 林 水 産 業 費 871,459 4.2 900,929 5.2 △ 29,470 △ 3.3

7款 商 工 費 921,116 4.4 636,571 3.6 284,545 44.7

8款 土 木 費 1,215,587 5.8 1,265,932 7.2 △ 50,345 △ 4.0

9款 消 防 費 788,898 3.8 843,643 4.8 △ 54,745 △ 6.5

10款 教 育 費 2,594,505 12.5 1,672,996 9.6 921,509 55.1

11款 災 害 復 旧 費 40,888 0.2 42,058 0.3 △ 1,170 △ 2.8

12款 公 債 費 1,843,545 8.9 1,963,054 11.2 △ 119,509 △ 6.1

13款 予 備 費 60,000 0.3 60,000 0.3 0 0.0

20,840,000 100.0 17,530,000 100.0 3,310,000 18.9

区      　　分
令和３年度当初予算額 令和２年度当初予算額 比　　較

予算額（A) 構成比 予算額（B) 構成比 増減 (A)-(B) 増減率

歳　出　合　計

　　総務費では、新本庁舎建設事業の本格化により、前年度比64.4％増の50億5,030万円となっています。

　　民生費は歳出予算の28.9％を占め、60億2,272万円を計上しています。内訳は施設型給付費、児童手当、

　生活保護費、障害福祉費などの扶助費が37億6,332万円、国民健康保険特別会計や介護保険特別会計など

　への繰出金が14億7,759万円などとなっています。

　　商工費では、道の駅いかりがせき大規模改修事業の実施により、前年度比44.7％増の9億2,112万円を計

　上したほか、経済対策事業についても令和2年度国の補正予算を活用して、一体的に実施していきます。

　　教育費では、碇ヶ関小学校改築事業、碇ヶ関中学校大規模改修事業やICT教育関連経費が計上されたこ

　とにより、前年度比55.1％増の25億9,451万円が計上しています。
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①学校ICT支援事業　【新規】　21,000千円

②エネルギー教育支援事業　【継続】　6,016千円

③結婚新生活支援事業　【新規】　6,000千円

④すこやか住宅支援事業　【継続】　25,000千円

⑤ユース議会運営事業　【継続】　4,113千円　（旧：若者議会運営事業）

⑥ユース議会政策提案実証事業　【新規】　1,463千円

を配置する。

一部助成する。

　◆1/10助成、200千円～1,000千円

平川市観光協会の飲食店ホームページと連携しながら、市内飲食店を紹介するパン

フレットを制作し、SNS等での発信とあわせて経済の活性化を図る。

中央公園を会場に、地域のアーティスト等と連携し、市民参加型のアートフェスティ

バルを開催する。

　市内小中学校に配備したICT環境を活用し、国が唱えるGIGAスクール構想やコロナ禍の

新婚夫婦に対し、新生活に必要な「住宅取得費用・住宅賃貸費用・引越費用」の一部を

　◆1/2助成、上限300千円

市内への移住世帯、子育て世帯、新婚世帯を対象に、住宅の新築又は購入の費用を

　エネルギーに関する授業を実施する小中学校に対して必要な備品を購入するほか、

関連施設の見学を行い、エネルギー問題への学習意欲を養う。

助成する。

　◆対象校：小学校7校、中学校4校

オンライン学習等の実現に取り組むため、小学校に３名、中学校に１名の「ICT支援員」

地域の将来を支える人材育成と若者の地域への愛着心の醸成を図るため、「平川市

ユース議会」を設置する。

令和２年度ワーキンググループのメンバーを中心に、高校生等を加え政策課題について

研究し事業を提案する。また、先進地等との研修交流を行い、知見を広げる。

　◆対象：市内在住・在勤・在学の16歳から29歳の若者

ユース議会と地域との関わりを深めるため、令和２年度ワーキンググループから提案

のあった２つの事業について、関係者や行政と連携しながら、ユース議会委員が自ら

企画・運営する。

　◆飲食店パンフレット制作　　605千円

　◆「平川市アートフェスティバル」開催　　858千円

重点施策の主な事業概要

第2次平川市⾧期総合プラン

基本目標１. 魅力あるひとづくり
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①スマート農業導入支援事業　【新規】　3,680千円　

②農業収入保険制度加入促進事業　【拡充】　7,600千円　

③ふるさと農業応援事業　【再編】　7,850千円　（旧：りんごのふるさと応援事業）

④森林経営管理制度推進事業　【継続】　5,230千円　

　◆航空測量データ導入、現地調査、境界確認　など

⑤創業支援事業　【新規】　2,000千円　

⑥空き店舗対策事業　【継続】　2,200千円　

⑦平川ねぷたまつり　【拡充】　13,530千円

する。3年度では、これまでの助成率2/10を3/10に拡充し、更なる負担軽減を図る。

　◆運行予定コース：イオンタウン平賀付近～平賀駅（約900ｍ）

市内の中心商店街等の空き店舗を賃借し、または改装して出店する中小企業者等を

  地域文化の継承を支援するため、参加団体への運行奨励金を200千円に拡充する。

対象に、家賃及び店舗改装費の一部を助成する。
　◆家賃補助　2/3助成、上限50千円×12か月

また、観客の混雑緩和と安全確保のため、運行コースの延長や歩行者通路の確保を

行う。

者をつなぐことで、林業の成長産業化と森林資源の適切な管理の両立を図る。

ふるさと納税返礼品の対象となる果樹（りんご・桃・ぶどう等）の生産者を応援するため、

生産環境の整備に要する費用の一部を助成する。

経営管理が行われていない森林について、市が仲介役となり、森林所有者と林業事業

　◆アシストスーツ（3/10助成、上限300千円）

　◆農業用ドローン（1/2助成、上限1,000千円）

　◆農業用ドローン技能認定取得補助（1/2助成、上限100千円）

　◆ロボット草刈機（3/10助成、上限300千円）

　◆苗木購入(1/3助成、上限700円、60本まで)

　◆防風網張替(1/3助成)

　◆店舗改装費　1/2助成、商業集積地域は上限1,000千円、それ以外は500千円

　◆簡易トイレ(1/3助成、上限100千円)

　◆選果場整備（1/3助成、上限100千円）

スマート農業技術を取り入れ省力化等を図る農業者等に対し、導入費用の一部を助成

　◆1/2助成、上限500千円

する。

市内商工業の活性化を図るため、金融機関の融資を受けて創業する個人・法人に

対し、創業に係る費用の一部を助成する。

農業収入保険制度への加入促進を図るため、加入者が支払う保険料の一部を助成

基本目標２. 活力あるしごとづくり
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①保育料等軽減事業　【継続】　104,191千円

②インフルエンザ予防接種助成事業　【拡充】　18,740千円

③不妊治療助成事業　【拡充】　3,612千円

④ 尾上地域デマンド型乗り合いタクシー実証運行事業　【新規】　11,460千円

⑤運転免許証自主返納支援事業　【新規】　220千円

⑥弘南鉄道維持活性化支援事業　【拡充】　9,951千円

⑦民間宅地開発支援事業　【継続】　15,000千円

⑧空家対策事業　【継続】　4,300千円

　◆弘南鉄道活性化支援協議会負担金　1,872千円　など

を取得し改修に要した費用に対し一部を助成する。

　国の徴収基準を緩和した市独自の保育料設定により、保護者負担を軽減をする。

また、国の幼児教育・保育の無償化の対象とならない副食費や、就学前障害児の児童

　◆空家リフォーム支援事業補助金　1/2助成、上限300千円

また、弘前圏域定住自立圏が運用する空き家・空き地バンクに登録された市内の空家

市街化区域内及び市街化調整区域内で民間宅地開発を行う事業者に対して、道路

及び側溝の整備に係る費用に対し一部を助成する。

乗り合いタクシーの実証運行を実施する。（２路線）

令和４年度の新庁舎開庁に向け、尾上地域から平賀地域中心部への予約（デマンド）型

未就学児～中学生、妊婦、高齢者のインフルエンザ予防接種について、接種費用を

一部助成する。（上限2千円／回）

発達支援利用時の給食費について助成する。

不妊治療への支援を推進するため、これまでの特定不妊治療費助成に加えて、一般

不妊治療に対して費用を助成する。

　◆特定不妊治療（上限１回200千円）、一般不妊治療費助成（上限１回10千円）

（循環バスや乗り合いタクシーなど）で利用できる回数券（4千円相当）を進呈する。

　◆老朽危険空家の解体補助金　1/2助成、レベルに応じて上限250千円～500千円

弘南鉄道弘南線の維持活性化のため、沿線市町村が協調し、輸送設備改修費用に

対する助成や、利用促進事業を実施する。

　◆安全輸送設備等整備補助金　8,079千円

　◆市街化区域　46千円/ｍ、市街化調整区域　23千円/ｍ

高齢者の運転免許証の自主返納の取組として、免許返納者に対し市内地域公共交通

特定空家等の老朽危険家屋（不良度判定50点以上）を対象に解体費用の一部を助成

する。

　◆小学生以下の1回あたり助成単価を増額

基本目標３. 住み続けたいまちづくり
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①新型コロナウイルス感染症対策の体制整備　【継続】　5,000千円

②新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費　【新規】　147,940千円

③児童福祉施設感染症対策事業　【継続】　13,800千円

④雇用創出支援事業　【継続】　8,389千円

（令和３年度予算と一体となって実施するもの）

①新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　10,000千円

②プレミアム飲食・交通券発行事業　23,260千円

③平川はしご酒スタンプラリー事業　3,680千円

④平川ねぷた魅力発信事業　　2,414千円

⑤日帰り入浴プラン助成事業　　15,803千円

　◆1冊あたり額面4千円分を3千円で販売、発行冊数 15,000冊

　◆10店舗利用　1万円相当特産品×180口

　◆5店舗利用　5千円相当特産品×270口

引き続き、新型コロナウイルス感染症対策室を設置し、公共施設の感染対策や対策

本部等の連絡体制を維持するとともに、市民に対しての相談対応や情報発信を行う。

　◆感染予防消耗品　5,000千円

市内飲食店、タクシー、運転代行業を応援するため、地域内での消費を喚起する飲食・

　感染症防止対策を行う児童福祉施設に対し、対策費用を助成する。

平川ねぷたまつり沿道の密集緩和のため、平川市運動施設（平賀地域）でのパブリック

市内温泉施設への誘客を図るため、日帰り入浴プランを販売する事業者に対して費用

を一部助成する。

　◆食事付き入浴プラン（1/2助成、上限2千円）

　◆食事なし入浴プラン（2/3助成、上限900円）

新型コロナウイルス感染症の影響による離職者等で、臨時農作業員として農業者に

ビューイング及びWeb配信を実施する。

　◆ワクチン接種委託料　136,976千円

　◆クーポン送付など事務費　5,190千円　など

雇用される市民等を対象に、被服補助及び継続交付金を交付する。

　◆継続交付金　　就労40時間につき10千円

　◆被服補助　　1/2助成、上限7.5千円

　◆コールセンター開設費用

交通券を発行する。

市内の参加飲食店を巡って、スタンプに応じて抽選で地元特産品が当たるスタンプ

ラリーを実施する。

　◆10/10助成、施設規模等により上限300～500千円

新型コロナウイルス感染症対策事業

令和２年度補正予算
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①新本庁舎建設事業　2,884,008千円　（R2～R5　継続費総額　5,825,491千円）

②道の駅いかりがせき大規模改修事業　398,274千円　（R3～R4　継続費総額　995,837千円）

③碇ヶ関中学校大規模改修事業　383,838千円　（R2～R3　継続費総額　730,730千円）

④碇ヶ関小学校改築事業　804,220千円　（R1～R3　継続費総額　1,006,381千円）

⑤小学校空調設備整備事業　52,889千円

⑥防災拠点施設整備事業　　

　◆新館集落センター大規模改修工事　18,967千円  

　◆古懸集会所改築工事　 103,561千円 

　◆久吉地区公民館解体工事　 32,736千円 

⑦消防施設等整備事業　62,313千円

（令和３年度予算と一体となって実施するもの）

①碇ヶ関中学校大規模改修事業　　356,407千円　（R2～R3　継続費総額　730,730千円）

　◆国庫補助対象分　

②小中学校トイレ洋式化改修事業　　31,200千円

　◆R2補助対象を除いた事業（照明LED化、空調機器更新、老朽部分修繕　など）

　◆校舎改築　など

　◆対象校：柏木小、竹館小、平賀西中

　◆新庁舎建設工事　2,821,658千円

　◆新庁舎建設工事監理費　42,900千円　ほか

　◆地域特産品生産施設、文化観光館の改修、道路情報館の新設　など

　◆消防団車両更新（松崎、平田森）　41,160千円

　◆猿賀小学校（9室）、平賀東小学校（14室）へ空調（冷房）設備を整備

　◆屯所改修（岩館）、水利更新（大光寺消火栓、金屋・尾崎防火水槽）　21,153千円

主な普通建設事業

令和２年度補正予算
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１．特別会計
令和３年度 令和２年度 増減額

区　　　分 予　算　額 予　算　額 (A)-(B)

（A） （B） (C)

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,652,000 3,616,208 35,792 1.0

介 護 保 険 特 別 会 計 3,983,000 4,100,988 △ 117,988 △ 2.9

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 340,000 362,835 △ 22,835 △ 6.3

診 療 所 特 別 会 計 227,000 215,633 11,367 5.3

学 校 給 食 セ ン タ ー 特 別 会 計 355,000 366,009 △ 11,009 △ 3.0

尾上地区住宅団地温泉事業特別会計 11,100 11,132 △ 32 △ 0.3

簡 易 水 道 特 別 会 計 9,200 9,621 △ 421 △ 4.4

合　　計 8,577,300 8,682,426 △ 105,126 △ 1.2

２．企業会計

（１）水道事業会計

収益的収入及び支出

区　分 令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

収　　入（事業収益） 590,081 576,571 13,510 2.3

支　　出（事業費用） 422,151 467,399 △ 45,248 △ 9.7

資本的収入及び支出

区　分 令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

収　　入（資本的収入） 32,946 11,751 21,195 180.4

支　　出（資本的支出） 157,908 78,959 78,949 100.0

（２）下水道事業会計

収益的収入及び支出

区　分 令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

収　　入（事業収益） 785,484 902,505 △ 117,021 △ 13.0

支　　出（事業費用） 992,618 990,980 1,638 0.2

資本的収入及び支出

区　分 令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

収　　入（資本的収入） 616,642 393,503 223,139 56.7

支　　出（資本的支出） 720,497 672,449 48,048 7.1

（単位：千円、％）

増減率
(C)/(B)

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

特別会計・企業会計当初予算（案）の概要
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